
佐
藤
　探
究
学
習
は
、多
く
の
学
校
で「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
お
い
て
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
探
究
学
習
と

呼
べ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
、
実
態
は

学
校
に
よ
っ
て
異
な
る
よ
う
で
す
。ま
た
、

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
探
究
学
習

を
行
っ
て
い
て
も
、教
科
の
授
業
は
知
識
・

技
能
の
習
得
や
そ
の
活
用
ま
で
で
と
ど

ま
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
全
体
で
探
究
力
を
育
成
す
る
高
校
は

ま
だ
少
な
い
よ
う
で
す
。
次
期
学
習
指
導

要
領
で
は
、
各
教
科
に
お
け
る
探
究
的
な

学
習
活
動
が
一
層
求
め
ら
れ
る
た
め
、
教

科
知
識
と
探
究
力
の
両
方
を
獲
得
で
き
る

授
業
づ
く
り
を
各
教
科
で
進
め
、
各
教
科

と
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
つ
な
ぐ

こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
り
ま
す
。

滝
井
　本
校
で
は
す
べ
て
の
教
科
・
科
目

で
、
探
究
的
な
学
習
活
動
を
取
り
入
れ

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
評
論

の
授
業
で
は
、
新
聞
の
社
説
や
研
究
者
の

論
文
の
一
部
な
ど
を
読
ん
で
評
論
の
テ
ー

マ
に
関
す
る
背
景
知
識
を
得
た
り
、
そ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
先
に
議
論
し
た
り
し
た

上
で
、
教
科
書
に
入
る
と
い
う
単
元
設
計

を
し
ま
し
た
（
授
業
の
詳
細
は
Ｐ
．10
参

照
）。
ま
た
、
古
文
な
ど
で
新
し
い
文
法

事
項
が
出
て
き
た
時
は
、
知
識
と
し
て
教

え
る
前
に
、
既
に
獲
得
し
て
き
た
知
識
で

は
解
決
で
き
な
い
問
題
と
し
て
提
示
し
、

生
徒
が
新
し
い
知
識
を
自
ら
見
つ
け
る
よ

う
に
促
し
ま
す
。
言
わ
ば
謎
解
き
の
よ
う

な
授
業
の
仕
立
て
に
す
る
こ
と
で
、
生
徒

は
探
究
的
な
学
習
活
動
の
中
で
、
知
識
を

主
体
的
に
獲
得
し
て
い
き
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
の「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

の
中
で
、
生
徒
の
課
題
発
見
力
や
問
題

解
決
力
の
乏
し
さ
を
痛
感
し
た
教
師
は
少

な
く
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
探
究

学
習
を
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
だ
け

で
行
お
う
と
し
て
き
た
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
各
教
科
で
も
探
究
学
習
の
要

素
を
取
り
入
れ
、
そ
れ
を
生
徒
に
経
験
さ

せ
る
こ
と
で
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

に
お
け
る
探
究
学
習
を
よ
り
充
実
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

槌
本

　私
が
担
当
す
る
化
学
で
は
、
私
が

「
教
え
る
」
の
で
は
な
く
、
生
徒
が
「
内

容
を
説
明
す
る
」
こ
と
を
中
心
に
授
業
を

進
め
て
い
ま
す
。
各
単
元
の
最
初
の
授
業

は
、
生
徒
が
教
科
書
を
読
ん
で
理
解
し
た

こ
と
、
そ
の
単
元
で
一
番
大
事
だ
と
思
わ

れ
る
こ
と
を
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
こ
と

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
同
じ
教
科
書
で
予
習

し
て
も
、
単
元
の
中
で
何
を
一
番
大
事
だ

大阪大学
全学教育推進機構
准教授

佐藤浩章
さとう・ひろあき

出席者 宮城県
仙台第三高校

滝井隆太
たきい・りゅうた

長崎県・私立
純心中学校・
純心女子高校

槌本六秀
つちもと・むつひで

座談会

探
究
の
素
地
を

教
科
学
習
を
通
し
て
養
う

探究学習における
課題設定力を育むために
─日々の授業で私たちができること─

「総合的な学習の時間」はもちろん、各教科でもその実践がますます求められる探究学習。
ただ、実践にあたっては、「どこから着手すればよいのか」「どうすれば生徒に深い課題を設定できるのか」
「何に重点を置いて評価すればよいのか」といった課題を現場は抱えている。探究学習を実践する現場の
教師と大学の研究者が、探究学習における諸課題をどう考え、取り組んでいけばよいかを話し合った。
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と
考
え
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
説
明
す
る

の
か
は
生
徒
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
し
、

最
初
は
教
科
書
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
暗
記

し
た
よ
う
な
説
明
を
す
る
生
徒
も
い
ま

す
。
し
か
し
、
グ
ル
ー
プ
で
分
か
っ
た
こ

と
を
共
有
し
、
単
元
で
一
番
大
事
な
こ
と

を
話
し
合
う
う
ち
に
、
内
容
を
深
く
理
解

し
、
自
分
の
言
葉
で
説
明
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
（
授
業
の
詳
細
は
Ｐ
．11
参
照
）。

　
生
徒
は
何
回
も
教
科
書
を
読
み
込
み
な

が
ら
、
１
つ
の
事
項
を
説
明
す
る
た
め

に
は
周
辺
の
事
項
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
徐
々
に
単
元
の

内
容
を
俯
瞰
し
始
め
ま
す
。
教
科
の
中
で

物
事
を
俯
瞰
的
に
理
解
す
る
力
を
身
に
つ

私
が
発
問
す
る
場
面
が
多
く
な
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
、た
だ
問
題
を
解
か
せ
る
よ
う

な
時
間
は
少
な
く
、生
徒
が
実
験
図
だ
け

を
見
て「
こ
の
図
を
基
に
ど
ん
な
入
試
問

題
が
で
き
る
か
」を
話
し
合
い
、問
題
と
解

答
を
つ
く
る
よ
う
な
授
業
を
行
い
ま
す
。

滝
井
　
本
校
で
も
、
学
年
に
よ
る
意
図
的

な
授
業
形
式
の
違
い
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
生
徒
の
実
態
、身
に
つ
け
さ
せ
た
い
力
、

教
材
を
踏
ま
え
て
、
単
元
ご
と
に
教
科
団

で
話
し
合
っ
て
授
業
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
生
徒
が
「
知
識
伝
達
型

の
授
業
で
な
く
て
も
成
績
は
伸
び
る
の
だ

ろ
う
か
」
と
不
安
に
思
わ
な
い
よ
う
に
、

過
去
の
生
徒
の
実
績
を
紹
介
し
、
こ
の
授

業
ス
タ
イ
ル
で
大
丈
夫
な
の
だ
と
初
期
指

導
で
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

佐
藤
　
私
は
、
生
徒
が
探
究
学
習
を
進
め

ら
れ
る
か
ど
う
か
の
鍵
は
、
課
題
設
定
力

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
生
徒
の

課
題
設
定
力
が
、
不
足
し
て
い
る
と
感
じ

る
高
校
教
師
は
多
い
よ
う
で
す
。

　
私
は
、
探
究
学
習
に
お
け
る
課
題
設
定

力
を
、「
問
い
を
立
て
る
力
」
に
置
き
換

え
た
方
が
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え

け
る
こ
と
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

に
お
け
る
探
究
学
習
に
取
り
組
む
上
で
、

必
要
な
資
質
・
能
力
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

佐
藤
　
先
生
方
は
、
そ
う
し
た
探
究
学
習

を
取
り
入
れ
た
授
業
を
、
３
年
間
通
し
て

実
施
し
て
い
る
の
で
す
か
。

槌
本
　
基
本
的
に
生
徒
の
学
習
活
動
は
３

年
間
同
じ
で
、演
習
問
題
に
取
り
組
む
時

も
、協
働
的
に
教
え
合
う
形
式
で
す
。た
だ

し
、国
公
立
大
学
の
個
別
学
力
検
査
対
策

で
は
、生
徒
が
自
力
で
は
気
づ
か
な
い
よ

う
な
視
点
で
の
考
察
も
必
要
で
す
か
ら
、

宮
城
県
仙
台
第
三
高
校

◎
建
学
の
精
神
は
、「
心
身
の
健
康
」「
真
・
善
・

美
の
追
求
」「
愛
と
知
の
稔み
の

り
」。
ス
ー
パ
ー
サ
イ

エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
、
課
題
研
究
の
深

化
と
グ
ロ
ー
カ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

に
注
力
す
る
。

◎
設
立
　
１
９
６
３
（
昭
和
38
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
理
数
科
・
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
1
学
年
約
３
２
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
千
葉
大
、

一
橋
大
、
京
都
大
な
ど
に
２
３
６
人
が
合
格
。
私

立
大
は
、
青
山
学
院
大
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、

東
京
理
科
大
、
明
治
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ

３
５
６
人
が
合
格
。

◎U
RL

　http://w
w
w
.sensan.m

ysw
an.ne.jp/

長
崎
県
・
私
立
純
心
中
学
校
・
純
心
女
子
高
校

◎
「
清
く
・
か
し
こ
く
・
や
さ
し
い
女
性
に
」
を

教
育
方
針
と
し
て
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
精
神
に
基
づ

き
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
教
育
活
動
を
展
開
。
英

語
教
育
に
も
力
を
注
ぎ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す

る
女
性
を
育
成
す
る
。

◎
設
立
　
１
９
３
５
（
昭
和
10
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
女
子

◎
生
徒
数
　
1
学
年
（
高
校
）
約
１
８
０
人

◎
２
０
１
８
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、信
州
大
、広
島
大
、山
口
大
、長
崎
大
、

首
都
大
学
東
京
、
長
崎
県
立
大
な
ど
に
21
人
が
合

格
。
私
立
大
は
、
専
修
大
、
津
田
塾
大
、
明
治
大
、

近
畿
大
、
長
崎
純
心
大
な
ど
に
延
べ
１
６
６
人
が

合
格
。

◎U
RL

　http://w
w
w
.n-junshin.ed.jp/

宮
城
県
仙
台
第
三
高
校

滝
井
隆
太 

た
き
い
・
り
ゅ
う
た

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。
授
業
づ
く
り

研
究
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
。教
務
主
任
。国
語
科
担
当
。

大
阪
大
学

　全
学
教
育
推
進
機
構

　准
教
授

佐
藤
浩
章 

さ
と
う
・
ひ
ろ
あ
き

愛
媛
大
学
大
学
教
育
・
学
生
支
援
機
構
教
育
企
画
室
准
教

授
・
副
室
長
を
経
て
、
現
職
。
著
書
に
『
大
学
生
の
主
体

的
学
び
を
促
す
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
デ
ザ
イ
ン
』（
ナ
カ
ニ
シ

ヤ
出
版
、
共
同
編
集
代
表
）、『
講
義
法
（
シ
リ
ー
ズ
大
学

の
教
授
法
２
）』（
玉
川
大
学
出
版
部
、
編
著
）
な
ど
。
大

阪
大
学
で
開
催
す
る
高
校
教
師
を
対
象
と
し
た
探
究
学
習

の
指
導
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
も
務
め
る
。

長
崎
県
・
私
立
純
心
中
学
校
・
純
心
女
子
高
校

槌
本
六
秀 

つ
ち
も
と
・
む
つ
ひ
で

教
職
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
23
年
目
。
進
路
指
導
主

事
。
理
科
担
当
。

生
徒
が
自
ら
学
び
を
獲
得
す
る

「
問
い
」を
つ
く
る
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◎仙台第三高校では、生徒が自ら学びたいテーマを発見・設定し、主体的に問題解決に取り組む学習
活動を「非構成的アクティブ・ラーニング」と定義し、「課題研究」、「探究」（教科）で実践。さらに、
学習する分野や教材、活動などを教師が設定し、限定された範囲内で生徒が主体的に学び、探究学習
に必要な力を身につけることを目指す学習活動を「構成的アクティブ・ラーニング」と定義し、各教
科の授業で実践している。探究型の授業の研究・開発組織を編成し、全教師が参加。授業の研究・改
善に協働して取り組んでいる。（詳細は、本誌２０１６年 10月号 P.10 ～ 14参照）

ば
、
探
究
学
習
の
課
題
と
し
て
、「
地
域

の
過
疎
化
」な
ど
が
よ
く
挙
が
り
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
漠
然
と
し
た
課
題
を
設
定
す

る
と
、
調
べ
学
習
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
が

ち
で
す
。
探
究
学
習
に
す
る
に
は
、「
私

た
ち
の
住
む
〇
〇
町
が
限
ら
れ
た
予
算
で

で
き
る
過
疎
化
対
策
と
は
」「
若
者
が
住

み
続
け
る
〇
〇
町
と
離
れ
て
い
く
〇
〇
町

の
違
い
は
」
な
ど
、
検
索
サ
イ
ト
で
は
到

底
答
え
が
見
つ
か
ら
な
い
、
自
分
事
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
問
い
を
生
徒
自
身
が
立
て

る
こ
と
が
重
要
で
、
そ
の
た
め
に
は
問
い

を
メ
タ
化
で
き
る
力
が
必
要
で
す
。一
方
、

私
は
、
探
究
学
習
を
担
当
す
る
高
校
教
師

と
接
す
る
中
で
、
教
師
自
身
が
問
い
を
立

て
る
こ
と
に
苦
労
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
教
科
書
に
書

か
れ
て
い
る
問
い
の
解
き
方
と
答
え
を
教

え
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
き
た
た
め
、
そ

れ
は
仕
方
の
な
い
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
教
師
自
身
が
問
い
を
立
て
る
力
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
が
、
生
徒
に
問
い
を
立
て

る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
の
第
一
歩

だ
と
思
い
ま
す
。

滝
井

　教
科
に
お
け
る
探
究
的
な
学
習
の

ポ
イ
ン
ト
は
、
教
師
が
生
徒
に
、
思
考
を

刺
激
す
る
問
い
を
投
げ
か
け
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
、与
謝
野
晶
子
の「
柔

肌
の
熱
き
血
潮
に
触
れ
も
み
で
寂
し
か
ら

ず
や
道
を
説
く
君
」
と
い
う
短
歌
に
関
し

て
、「
時
空
を
超
え
た
革
新
的
短
歌
と
評

さ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
」
と
い
う
問
い
を
生

徒
に
提
示
し
ま
し
た
。
生
徒
は
短
歌
の
意

味
、
時
代
背
景
、
作
者
の
情
熱
的
な
生
き

方
を
調
べ
な
が
ら
、
問
い
に
向
き
合
い
、

こ
の
短
歌
を
よ
り
深
く
学
ん
で
い
き
ま

す
。
ま
た
、
化
学
の
教
師
と
協
働
し
、「
質

量
保
存
の
法
則
が
あ
て
は
ま
ら
な
い
物
質

は
何
か
」
と
い
う
問
い
を
立
て
、
物
質
の

特
定
と
原
因
を
探
究
す
る
中
で
、
別
の
知

識
の
適
用
に
気
づ
く
授
業
を
つ
く
り
ま
し

た
。
生
徒
は
与
え
ら
れ
た
問
い
に
向
き
合

う
た
め
に
、
そ
れ
ま
で
学
ん
で
き
た
知
識

を
使
い
、
実
験
で
試
行
錯
誤
し
ま
す
。
生

徒
の
思
考
を
刺
激
し
、
既
習
の
知
識
を
整

理
し
た
り
、
新
た
な
知
識
を
自
分
で
獲
得

し
よ
う
と
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
受
験
学

仙台第三高校　滝井隆太先生
３年生「国語（現代文）」の例

　評論「グローバル化のゆくえ」（山崎正和）

を教材に、「グローバル化する社会の中で、

どのような心構えの下で生きていくべきか」

を、硬派で論理性の高い文章を丁寧に読み解

いていく中で生徒に考えさせる。全８時間の

単元における学習目標として次の２項目を設

定している。

❶論理的で緻密な分析に基づいた現代社会に
対する認識と、それに続く社会のあり方への

提示を基にした思索の深化。

❷現代社会に混沌としながら存在するグロー
バル化やナショナリズム化という流れを理解

し、その中でどのように生きるべきかという

指針の獲得。

•トランプ大統領の就任宣言、中国の「一帯一路
構想」、イギリスの「ＥＵ脱退」などの報道記事や
論文を黙読し、要点を説明できるようになる。

•前時の内容を踏まえて、さらにグローバリズムの
進行が世界経済に与える影響について経済学者が
語った文章を読み、「世界が進んでいく（進んでい
る）方向」について、自分の考えをまとめる。

•「グローバル化の功罪」をテーマにディスカッショ
ンを行う。

•「グローバル化に伴って表出するであろう問題を
どのように解決できるか」という問いに対する自分
の考えを書き、ほかの生徒と共有し、考えを深める。
そして、教科書を通読し、さらに筆者の考えにつ
いて賛成の立場で小論文を書く。

•グローバル化社会における「文化」について考
察した文章とともに出題された大学入試問題を実
際に解いてみる。そして、世界のグローバル化の
潮流について教師が解説し、単元のねらいについ
て深い理解を促す。

１
〜
３
時
間
目

４
〜
６
時
間
目

７
・
８
時
間
目

〈
私
た
ち
を
取
り
巻
く

社
会
を
認
識
す
る
〉

〈
自
分
の

考
え
を
持
つ
〉

〈
問
題
演
習
に

取
り
組
む
〉

単元で扱う教材に関
連する複数の資料
を読んで内容を整理
し、自分の考えをま
とめたり、他者の考
えに触れたりする

４時間目で初めて教
科書本文の全体を
通読し、設定された
立場で小論文を書く

１時間目

４〜6時間目

７・８時間目

２時間目

３時間目

単元の流れ
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◎槌本先生は、生徒がグループになって単元の内容を話し合い、発表し、その内容を受けて教師が最小限の説
明や演習を行うという生徒主導のアクティブ・ラーニングを実践している。生徒が単元の内容を説明する際の
鍵となる「課題」は、生徒自身が設定する場合もあれば、槌本先生がいくつかの選択肢を提示し、そこから生
徒自身が選ぶ場合もある。生徒には単元全体の内容を俯瞰する力、自分が理解したことを他者に分かりやすく
伝える力など、様々な資質・能力が授業で求められる。（詳細は、本誌２０１６年８月号 P.26 ～ 29参照）

力
と
探
究
力
を
同
時
に
担
保
す
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

佐
藤
　
高
校
の
教
科
学
習
で
は
、「
正
解

が
１
つ
し
か
な
い
問
い
」「
答
え
が
無
数

に
あ
る
問
い
」
の
ど
ち
ら
の
問
い
を
立
て

る
こ
と
も
可
能
だ
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

重
要
な
の
は
、
研
究
者
が
具
体
的
事
象
か

ら
普
遍
を
見
い
だ
す
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
を

生
徒
に
体
験
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生

徒
本
人
が
知
識
創
造
活
動
に
興
味
を
持
て

る
よ
う
に
促
す
こ
と
で
す
。
そ
の
意
味
で

は
、
特
に
「
質
量
保
存
の
法
則
」
の
事
例

は
、
問
い
を
起
点
に
し
た
科
学
者
の
探
究

の
追
体
験
だ
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

槌
本
　
教
科
に
お
け
る
探
究
的
な
学
習
を

進
め
る
際
、
教
師
間
で
力
量
の
差
が
出
る

の
が
、
教
師
が
立
て
る
生
徒
の
思
考
を
刺

激
す
る
問
い
の
質
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は

若
い
教
師
に
、「
教
科
で
探
究
的
な
学
習

を
行
う
た
め
に
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
そ

の
単
元
や
そ
の
日
の
授
業
の
中
で
、
一
番

大
事
だ
と
思
う
と
こ
ろ
を
生
徒
自
身
が
見

つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
問
い
を
立
て
る
こ
と

だ
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
一
番
大
事
な
こ

と
を
教
師
が
「
ど
う
だ
！
」
と
ば
か
り
に

語
る
授
業
で
は
な
く
、
生
徒
が
自
分
で
発

見
す
る
授
業
が
教
科
に
お
け
る
探
究
的
な

学
習
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
の
が

問
い
の
追
究
で
す
。
授
業
で
一
番
大
事
な

と
こ
ろ
が
何
か
は
教
師
は
分
か
っ
て
い
ま

す
か
ら
、
一
番
大
事
な
と
こ
ろ
を
見
つ
け

ら
れ
る
よ
う
な
問
い
を
立
て
る
こ
と
は
、

本
来
、ど
の
教
師
に
も
で
き
る
は
ず
で
す
。

そ
し
て
、
生
徒
が
一
番
大
事
な
と
こ
ろ
に

た
ど
り
着
き
、「
分
か
っ
た
か
も
！
」
と

い
う
表
情
を
見
せ
た
瞬
間
に
、「
じ
ゃ
あ
、

こ
れ
だ
っ
た
ら
ど
う
な
る
？
」
と
次
の
問

い
を
投
げ
か
け
れ
ば
、
生
徒
は
「
分
か
っ

た
！
」
と
い
う
喜
び
と
と
も
に
、
さ
ら
に

深
く
次
を
考
え
始
め
ま
す
。

佐
藤
　
一
番
大
事
な
こ
と
に
生
徒
自
身
で

純心中学校・純心女子高校　槌本六秀先生
１年生「化学基礎」の例

　１年生「化学基礎」では、最初の授業で、中心

に「原子」とだけ書いたプリントを１人１枚配布

し、原子について知っていることやイメージを書

かせる。その後、数時間かけて、生徒は教科書や

参考書を基に単元の内容をグループでまとめ、ク

ラスで発表する。そうして単元の内容を深めなが

ら、再度、「原子」とだけ書いたプリントに自分

が理解したことを書いていく。１つの単元でプリ

ントの作成は全３回行われ、プリントは生徒に

とって学びの深化を自覚させるポートフォリオと

なる。この授業での特徴は、単元の内容をどのよ

うにプリントにまとめ、どのようにグループで説

明するかを生徒自身が考える（説明課題の設定を

生徒自身が行う）ことにある。

単元（第１編「物質の構成と化学結合」）の流れ

❶最初の授業で、15 ～20 分かけて、原子について思いつくイメージや知って
いることを何も見ずに自由に書かせる。グループで書いた内容を共有し、原子
について説明するにあたって鍵になると思われる説明課題を生徒が設定し、そ
れに従ってグループでの発表を複数回行っていく。生徒が設定した説明課題は、
その後の学習を通してグループ内で適宜修正される。

❷単元の途中、槌本先生が説明課題を設定し、生徒にその説明を求めることも
ある。教師が生徒の状況を見ながら、生徒が気づかない問いを与えることで、
それまでのグループ内での学習内容がつながり、広がっていく。この段階で多
くの生徒が単元について「理解した」と手応えを感じている。

❸ 15 時間ほどかけて説明課題を練り直しながら発表を繰り返し、１単元が終
了。その後、定期考査が実施されるが、考査後に最初の授業で配布したプリン
トをＢ４判に拡大したものを配布。最初の授業と同じ時間で、知っていることを
自由に書かせる。ここで生徒は自身の成長を実感する。

❹さらに１週間後、Ａ３判の用紙を配布し、45 分間をすべて使って、何も見ず
に課題レポート風に書かせる。生徒自身が、理解したことを何も見ずに言語化
して紙面上に書き込むことで、さらなる成長を自覚する。

「理解した」と思わせることで、その後の定期考査で思い通りの成績が取れ
なかった生徒が点数に一喜一憂せず、「授業では理解したはずなのに、な
ぜテストができなかったのか」を考え、自分の学習を見直すことにつながる。

1

2

3

1→

2→

3→
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気
づ
く
よ
う
な
授
業
づ
く
り
は
、「
答
え

は
相
手
に
あ
る
」
と
い
う
コ
ー
チ
ン
グ
の

基
本
原
則
に
の
っ
と
っ
た
も
の
で
す
。
教

師
が
答
え
を
教
え
た
方
が
効
率
的
に
思
え

ま
す
が
、生
徒
に
気
づ
き
を
委
ね
た
方
が
、

深
く
定
着
す
る
学
び
に
な
り
ま
す
。

槌
本
　「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
お

け
る
探
究
学
習
で
生
徒
主
体
の
課
題
設
定

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
日
々

の
授
業
の
中
で
教
師
の
課
題
設
定
か
ら
学

ん
だ
り
、
生
徒
同
士
の
対
話
か
ら
自
分
た

ち
で
課
題
を
設
定
し
た
り
す
る
経
験
が
不

可
欠
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
答
え

が
１
つ
で
は
な
く
、
実
社
会
、
実
生
活
に

お
け
る
問
題
解
決
に
つ
な
が
る
深
い
課
題

を
設
定
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、

課
題
設
定
だ
け
に
１
年
間
か
け
て
も
よ
い

く
ら
い
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

滝
井
　「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
お

け
る
探
究
学
習
の
課
題
設
定
で
は
、
上
級

生
の
取
り
組
み
か
ら
学
ぶ
こ
と
も
重
要
で

す
。
本
校
の
理
数
科
の
課
題
研
究
で
は
、

先
輩
が
取
り
組
ん
だ
研
究
を
受
け
継
ぐ

ケ
ー
ス
も
あ
る
の
で
す
が
、
先
輩
の
研
究

を
参
考
に
、
新
し
い
仮
説
を
立
て
た
り
、

別
の
視
点
で
分
析
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

課
題
が
洗
練
さ
れ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

生
徒
が
設
定
し
た
課
題
や
取
り
組
み
事
例

を
蓄
積
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

佐
藤
　
認
知
的
徒
弟
制
と
呼
ば
れ
る
、
見

習
い
修
行
の
過
程
を
理
論
化
し
た
学
習
モ

デ
ル
は
、モ
デ
リ
ン
グ（m

odeling

）、コ
ー

チ
ン
グ（coaching

）、
ス
キ
ャ
フ
ォ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
（scaffolding

）、
フ
ェ
ー

デ
ィ
ン
グ
（fading

）
と
い
う
４
段
階
で

習
得
の
過
程
を
説
明
し
て
い
ま
す
。ま
ず
、

熟
練
者
の
や
り
方
を
観
察
し
、
次
に
熟
練

者
か
ら
や
り
方
を
丁
寧
に
教
わ
り
、
そ
し

て
困
難
な
と
こ
ろ
だ
け
手
伝
っ
て
も
ら

い
、
徐
々
に
熟
練
者
が
少
し
ず
つ
支
援
を

減
ら
し
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
、
多

く
の
職
業
技
能
は
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

探
究
学
習
に
は
こ
の
モ
デ
ル
が
使
え
ま

す
。
つ
ま
り
、
探
究
者
の
自
立
の
プ
ロ
セ

ス
を
た
ど
ら
せ
ま
す
。
ま
ず
、
生
徒
が
教

師
や
先
輩
の
問
い
の
立
て
方
を
観
察
し
、

そ
の
後
、
教
師
や
先
輩
に
手
伝
っ
て
も
ら

い
な
が
ら
自
分
で
問
い
を
立
て
て
み
る
。

そ
れ
を
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
や
教

科
の
授
業
に
お
い
て
、
何
度
も
繰
り
返
す

こ
と
で
、
最
終
的
に
は
生
徒
自
ら
問
い
を

立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
で
し
ょ
う
。

滝
井
　
一
番
大
事
な
と
こ
ろ
に
生
徒
が
気

が
つ
く
よ
う
な
授
業
づ
く
り
は
、
や
は
り

一
人
の
教
師
の
力
で
は
難
し
く
、
教
科
団

な
ど
で
単
元
の
指
導
計
画
、
１
コ
マ
の
授

業
デ
ザ
イ
ン
、
そ
し
て
そ
の
中
で
の
問
い

の
あ
り
方
に
つ
い
て
話
し
合
い
な
が
ら
行

う
べ
き
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。本
校
で
も
、

今
で
は
１
つ
の
授
業
を
教
科
団
で
練
り
上

げ
る
風
土
が
か
な
り
で
き
て
い
ま
す
が
、

そ
こ
に
至
る
ま
で
に
は
相
当
の
時
間
が
か

か
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
で
ど
の

よ
う
な
問
い
が
生
徒
の
思
考
を
刺
激
す
る

の
か
は
、
教
師
に
と
っ
て
は
「
答
え
が
１

つ
で
は
な
い
問
い
」
で
あ
り
、
不
安
を
抱

く
先
生
も
い
ま
し
た
が
、「
こ
れ
か
ら
の

教
師
は
教
科
知
識
を
授
け
る
プ
ロ
で
あ
る

と
同
時
に
、
生
徒
が
主
体
的
に
学
習
す
る

環
境
を
整
え
る
プ
ロ
で
あ
り
た
い
」
と
、

こ
れ
か
ら
の
教
師
像
に
つ
い
て
対
話
を
重

ね
て
き
ま
し
た
。

佐
藤
　
教
師
の
間
に
探
究
学
習
が
広
が
っ

て
い
く
様
子
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
（
技

術
革
新
）
の
広
が
り
に
似
て
い
ま
す
。
ま

ず
、
使
命
感
を
感
じ
た
人
が
イ
ノ
ベ
ー

学
習
す
る
組
織
へ
の
脱
皮
が

今
、
学
校
に
求
め
ら
れ
て
い
る

佐藤浩章准教授から高校現場の先生方へ

ナレッジギバーを脱し、
教師自身が探究学習者へ
　探究学習が広がることで、これからの学校には、教師が答えを

持ち合わせない問いを設定し、答えを自らつくり上げる生徒が増

えていくことでしょう。その時教師には、自分の持っている知識

を生徒に効率的に授ける「ナレッジギバー」から、生徒が良質の

問いを立て、その答えを見つけ出すことを支援する「学びのファ

シリテーター」へと役割転換が求められます。

　私は大学で、どのような教員の授業が学生の満足度が高いかを調

査しました。そこで明らかになったことは、「分からないことは分

からない」と言う教員の授業の満足度が高いということです。大

学教員は確かにある分野の専門家ですが、学習内容が横断的にな

るほど、答えられないことも出てきます。そんな時に満足度の高

い教員は、「それは分からないから来週までに調べておく」「別の専

門家に聞いておく」などと回答をします。「分からないことは分か

らない」と正直に言えるのは、知的に誠実な証拠ですし、それは

探究学習者の条件です。高校の先生方には、自らが探究学習者の

生きたモデルになることが求められているのではないでしょうか。
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タ
ー
と
な
っ
て
着
手
し
、
興
味
を
持
っ
た

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
が
巻
き
込
ま
れ
、

さ
ら
に
追
随
者
へ
と
徐
々
に
広
が
る
…
…
。

探
究
学
習
も
一
気
に
普
及
す
る
こ
と
は
な

く
、
最
初
は
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
が
孤
軍
奮
闘

か
ら
始
め
て
、
少
し
ず
つ
仲
間
を
増
や
す

し
か
な
い
。だ
か
ら
こ
そ
、イ
ノ
ベ
ー
タ
ー

同
士
が
職
場
を
越
境
し
て
つ
な
が
り
、
悩

み
や
喜
び
、
課
題
の
克
服
方
法
や
成
果
を

共
有
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

槌
本
　
探
究
学
習
に
対
す
る
校
内
の
目
線

合
わ
せ
、
特
に
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
で
「
課
題
設
定
」「
情
報
の
収
集
」「
整

理
・
分
析
」「
ま
と
め
・
表
現
」
な
ど
の

ど
の
プ
ロ
セ
ス
に
重
き
を
置
く
の
か
を
明

確
に
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
答
え

が
１
つ
で
は
な
い
よ
う
な
課
題
の
設
定
を

生
徒
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
明
確

な
答
え
や
結
論
を
出
す
こ
と
よ
り
も
、「
課

題
設
定
」
そ
の
も
の
や
論
理
的
な
試
行
錯

誤
と
い
っ
た
、
途
中
の
プ
ロ
セ
ス
に
重
き

を
置
く
の
が
よ
い
と
個
人
的
に
は
思
い
ま

す
。評
価
の
視
点
を
明
確
に
し
て
お
け
ば
、

教
師
も
安
心
し
て
「
課
題
設
定
」
に
時
間

を
か
け
て
取
り
組
め
る
は
ず
で
す
。

滝
井
　
生
徒
が
生
き
る
未
来
を
考
え
る

と
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
の
ま
ま
で
は
不
十

分
な
こ
と
は
誰
も
が
認
め
て
い
て
、
探
究

学
習
の
必
要
性
も
理
解
し
て
い
る
。
そ
れ

な
の
に
、
自
分
の
学
校
、
自
分
の
授
業
だ

け
は
変
え
た
く
な
い
と
い
う
の
は
お
か
し

い
で
す
よ
ね
。
探
究
学
習
に
不
安
を
抱
い

て
い
る
教
師
に
こ
そ
、
探
究
学
習
を
自
分

事
と
し
て
考
え
ら
れ
る
機
会
が
必
要
で

す
。
本
校
で
は
、
す
べ
て
の
教
師
が
探
究

学
習
の
あ
り
方
と
授
業
改
善
に
つ
い
て
考

え
る
「
授
業
づ
く
り
研
究
セ
ン
タ
ー
」
に

所
属
し
、
全
員
で
こ
れ
か
ら
の
社
会
と
生

徒
に
求
め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
に
つ
い
て

話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

や
特
定
の
教
科
だ
け
で
の
探
究
学
習
の
導

入
で
あ
れ
ば
、
今
の
よ
う
に
全
校
規
模
で

は
定
着
し
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

槌
本
　
探
究
学
習
の
目
的
に
つ
い
て
も
改

め
て
学
校
で
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
本
校
の
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
は
、
探
究
学
習
を
通
し
て
こ
れ
ま
で

の
各
教
科
の
学
び
の
意
味
を
感
じ
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
１
つ
の
課
題
に
取
り
組
む

に
し
て
も
、
様
々
な
分
野
の
知
識
が
必
要

で
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
、
合
教
科
・
合

科
目
的
な
学
習
理
解
を
促
す
た
め
の
活
動

で
す
。
教
科
学
習
の
重
要
性
に
気
づ
い
た

生
徒
が
、
不
得
意
教
科
・
科
目
で
あ
っ
て

も
主
体
的
な
学
び
を
始
め
る
の
は
、「
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
科
・
科
目
」
か

ら
「
自
分
に
と
っ
て
必
要
な
教
科
・
科
目
」

に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
自
校
の
探
究
学
習

は
大
学
で
の
研
究
に
接
続
し
て
い
く
タ
イ

プ
の
も
の
な
の
か
、
地
域
の
企
業
や
自
治

体
と
協
働
し
、
地
域
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は

本
校
の
よ
う
な
学
び
へ
の
意
味
や
理
解
を

深
め
る
た
め
の
も
の
な
の
か
、
共
通
認
識

を
図
っ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

佐
藤
　
学
校
は
、
生
徒
に
と
っ
て
は
学
習

す
る
場
で
す
が
、
教
師
に
と
っ
て
学
校
と

い
う
組
織
が
『
学
習
す
る
組
織
』
で
あ
る

か
と
言
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
と
は
言
え

な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と

り
の
教
師
は
、
担
当
教
科
に
つ
い
て
研
究

し
、
授
業
を
改
善
し
て
き
た
け
れ
ど
、
組

織
全
体
と
し
て
「
未
来
の
学
校
と
は
」「
探

究
学
習
と
は
」
と
い
っ
た
大
き
な
問
い
に

向
き
合
う
こ
と
は
少
な
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
意
味
で
は
、
探
究

学
習
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
は
、
大
き

な
問
い
に
組
織
と
し
て
向
き
合
う
と
い
う

こ
と
で
、探
究
者
と
し
て
の
教
師
の
資
質
・

能
力
が
問
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
実
は
、
置
か
れ
て
い
る
状
況
は
大
学
も

同
じ
で
す
。
高
校
の
授
業
は
着
実
に
探
究

学
習
へ
と
移
行
し
始
め
て
い
る
の
に
、
大

学
１
、
２
年
次
の
授
業
の
多
く
は
依
然
と

し
て
知
識
伝
達
型
で
す
。
最
近
は
高
校
で

探
究
学
習
を
経
験
し
た
学
生
か
ら
不
満
の

声
が
上
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、「
将

来
、
研
究
を
す
る
た
め
に
は
ま
ず
知
識
が

必
要
」
と
授
業
を
変
え
る
こ
と
を
拒
む
教

員
も
い
ま
す
。
ま
さ
に
高
校
と
同
じ
課
題

を
抱
え
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
私
は
、
今
日
先
生
方
か
ら
聞
い
た
話
を

大
学
に
持
ち
帰
っ
て
、「
高
校
も
変
わ
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
大
学
は
も
っ
と
変
わ

ら
な
い
と
い
け
な
い
」
と
訴
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
大
学
入
試
を
探
究
型
に

変
え
る
だ
け
で
、
大
学
は
満
足
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
大
学
、
高
校
、
さ
ら
に
は
中

学
校
、
小
学
校
と
も
連
携
し
な
が
ら
探
究

学
習
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
教

師
に
は
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
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